
ステップ①
・線形を切り回し施工エリア確保。
⇒ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄによる土留め設置。

施設復旧のち完了

ステップ②
・PCM工法(乾式)による,
P2橋脚巻き立て。

ステップ③
・落橋防止装置設置

アンカー削孔 調整プレート設置 ブラケット設置


